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摂
南
大
学（
以

下
摂
大
）土
木
会

会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、

各
方
面
で
益
々
ご

活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
度
の
役
員
改
選
に
お
い
て
、
新
井
栄
作
会

長
の
後
任
と
し
て
摂
大
土
木
会
の
第
九
代
目

会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
半
世

紀
以
上
に
わ
た
り
、
諸
先
輩
方
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
歴
史
あ
る
当
土
木
会
の
会
長
に
、
若

輩
な
私
が
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。
諸
先
輩
方

を
は
じ
め
会
員
各
位
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を

い
た
だ
き
ま
し
て
摂
大
土
木
会
発
展
の
た
め

に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
尽
力
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

摂
大
土
木
会
は
、
今
年
で
54
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
一
方
、
摂
大
工
学
部
土
木
工
学
科

が
2
0
0
2
年
の
工
学
部
都
市
環
境
シ
ス
テ

ム
工
学
科
へ
の
改
称
を
経
て
、
理
工
学
部
都

市
環
境
工
学
科
と
な
っ
て
か
ら
15
年
を
迎
え

ま
し
た
。
当
大
学
で
は
土
木
系
卒
業
生
は
、

卒
業
と
同
時
に
土
木
会
正
会
員
に
な
る
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
土
木
工
学
科
の
名

称
が
な
く
な
っ
て
か
ら
、
既
に
10
回
以
上
も

卒
業
生
が
社
会
に
輩
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
現
在
の
本
学
に
お
い
て
、
い
ま

だ
に
土
木
会
と
い
う
名
称
が
残
っ
て
い
る
こ

と
に
違
和
感
を
持
つ
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
本
学
の
土
木
会
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
53
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
摂
大

が
設
立
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
42
年
を
迎
え
ま

し
た
。
大
学
と
土
木
会
の
年
数
に
違
い
が
あ

る
に
は
、
摂
大
の
前
身
で
あ
る
1
9
2
2
年

に
創
立
さ
れ
た『
関
西
工
学
専
修
学
校
』か
ら

紆
余
曲
折
を
経
て
1
9
6
2
年
に
開
設
さ
れ

た『
大
阪
工
業
高
等
専
門
学
校
』が
大
き
く
関

係
し
て
い
ま
す
。『
関
西
工
学
専
修
学
校
』

は
、
現
在
の
摂
大
と
な
る
ま
で
に『
関
西
高

等
工
学
校
』『
関
西
工
業
学
校
』『
関
西
高
等
工

業
学
校
』『
摂
南
高
等
工
業
学
校
』『
摂
南
工
業

専
門
学
校
』『
摂
南
工
業
大
学（
現
在
の
大
阪

工
業
大
学
）』、
そ
し
て『
大
阪
工
業
専
門
学

校
』と
い
う
変
革
が
あ
り
ま
し
た
。
土
木
会

は
、『
大
阪
工
業
専
門
学
校
』
時
代
の

1
9
6
4
年
3
月
に
高
専
土
木
会
と
し
て
設

立
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
大
学
設
立
以
前

の
高
専
時
代
の
大
先
輩
の
意
思
を
受
け
継

ぎ
、
現
在
で
も
土
木
会
の
名
称
を
残
し
て
い

ま
す
。

　

少
し
私
事
に
触
れ
ま
す
。
私
は
、
昭
和
60

年
に
摂
大
に
入
学
し
ま
し
た
。
入
学
直
後
に

「
な
ぜ
本
学
の
工
学
部
で
土
木
工
学
科
が
筆

頭
に
あ
る
か
？
」の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

説
明
で
は
、
前
出
の
高
専
が
土
木
と
建
築
か

ら
始
ま
っ
た
こ
と
が
理
由
だ
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
君
た
ち
は
今
か
ら
土
木
屋
に

な
る
の
だ
」と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

土
木
を
意
味
す
るCivil Engineering

は
、

建
築
を
除
く
人
間
の
生
活
を
支
え
る
全
て
の

技
術（
社
会
資
本
整
備
）を
総
括
し
て
お
り
、

機
械
や
電
気
等
は
、Civil

か
ら
派
生
し
た
学

問
だ
と
知
り
ま
し
た
。
在
学
中
は
、
不
真
面

目
な
学
生
だ
っ
た
の
で
多
く
は
語
り
ま
せ
ん

が
、
一
生
の
友
に
巡
り
合
え
、
そ
の
う
ち
の

一
人
が
不
幸
に
も
就
職
一
年
目
に
し
て
ト
ン

ネ
ル
工
事
で
亡
く
な
り
、
そ
の
事
故
を
き

か
っ
け
に
亡
く
な
っ
た
友
の
ご
両
親
を
含

め
、
絆
が
さ
ら
に
深
ま
っ
た
こ
と
が
今
で
も

最
大
の
宝
物
で
す
。
平
成
2
年
に
卒
業
し
て

以
来
、
ず
っ
と
現
在
の
会
社
に
勤
め
て
い
ま

す
。
私
の
就
職
時
期
は
、
バ
ブ
ル
真
っ
盛
り

の
売
り
手
市
場
の
環
境
に
あ
り
、
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
恩

師
で
あ
る
三
笠
正
人
先
生
に「
土
木
の
専
門

技
術
を
何
の
た
め
に
教
え
た
と
思
っ
て
い

る
!!
」と
一
喝
さ
れ
な
が
ら
も
私
の
将
来
の

夢
を
聴
い
て
い
た
だ
き
、
中
央
復
建
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
決
し
て
派
手
な

職
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
フ
ラ
の
計

画
～
調
査
～
設
計
～
施
工
～
維
持
管
理
に
一

貫
し
て
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
土
木
屋
と
し

て
の
様
々
な
経
験
か
ら
新
た
な
銘
柄
も
創
造

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
、
元
来
飽
き

性
で
移
り
気
な
性
格
で
す
。
し
か
し
、
い
ま

だ
に
建
設
業
界
に
身
を
置
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
土
木
が
奥
深
く
面
白
い
こ
と
に
他
な
ら

な
い
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

摂
大
土
木
会
は
、
高
専
や
大
学
を
区
別
す

る
こ
と
な
く
、
会
員
相
互
の
動
静
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
親
睦
を
図
り
、
本
会
の

発
展
へ
の
寄
与
及
び
都
市
環
境
工
学
科
へ
貢

献
し
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
本
年
11
月

25
日
に
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
平
成
29
年
度

総
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
同
窓
生
の
皆

さ
ま
に
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
お
願
い
し
ま
す
。
摂
大
土
木

会
は
、
今
後
も
今
ま
で
ど
お
り
、
年
に
一
度

の
会
報
発
行
、
2
ヶ
月
に
一
度
の
役
員
会
・

評
議
員
会
の
開
催
、
卒
業
生
に
よ
る
講
演
会

を
継
続
し
、
卒
業
生
だ
け
で
な
く
在
学
生
と

の
交
流
を
深
め
な
が
ら
都
市
環
境
工
学
科
へ

貢
献
し
ま
す
。
ま
た
、
摂
大
土
木
会
の
正
会

員
・
準
会
員
相
互
の
絆
を
深
め
る
ツ
ー
ル
と

し
て
2
0
0
5
年
6
月
に
開
設
さ
れ
た
摂
大

土
木
会
H
P
も
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
併
せ

て
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
伝
統
」が
あ
り

「
面
白
い
」摂
大
土
木
会
の
た
め
会
員
の
皆
様

の
ご
支
援
を
深
く
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

伝
統
あ
る
摂
南
大
学
土
木
会
を
さ
ら
に
面
白
く

会 

長　

新
田  

耕
司（
摂
大
平
成
２
年
卒
）中
央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

会
長
就
任
挨
拶

　摂大土木会会報　Vol.38　2



　

摂
南
大
学
土
木
会

会
員
の
皆
様
に
は
平

素
よ
り
本
学
科
の
運

営
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
4
月
よ
り
学
科
長
を

拝
命
し
、
2
年
目
と
な
り
ま
す
。
微
力
な
が
ら

都
市
環
境
工
学
科
の
発
展
に
力
を
注
ぎ
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

数
年
前
か
ら
求
人
は
良
く
な
っ
て
お
り
、
昨

年
と
同
様
に
今
年
も
求
人
は
官
民
と
も
に
好
調

で
す
。
今
年
も
公
務
員
希
望
者
は
多
く
、
既
に

公
務
員
の
合
格
者
も
7
名（
本
年
9
月
6
日
時

点
）出
て
お
り
、
さ
ら
に
地
方
公
務
員
の
合
格

者
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ご
挨
拶
に
代
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
学
科
の
主

な
動
き
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
1
）学
科
の
教
員
関
連
で
は
、
本
年
3
月
に
頭

井
先
生
が
退
職
さ
れ
、
後
任
と
し
て
4
月
よ
り

福
島
徹
教
授（
前
・
兵
庫
県
立
大
学
）が
着
任
さ

れ
ま
し
た
。
福
島
先
生
の
ご
専
門
は
都
市
・
地

域
計
画
で
す
。

（
2
）J
A
B
E
E
関
連
で
は
、2
0
1
8
年
度
の

J
A
B
E
E
認
定
の
継
続
審
査（
2
回
目
）へ
向

け
て
、
J
A
B
E
E
責
任
者
で
あ
る
熊
谷
教
授

を
中
心
に
全
教
員
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

来
年
の
継
続
審
査
に
お
い
て
も
、
摂
南
大
学
土

木
会
の
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
3
）摂
南
大
学
技
術
士
会
お
よ
び
摂
南
大
学
土

木
会
の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
に
、
在
学
生
向

け
の
技
術
士
啓
蒙
の
た
め
の
特
別
講
演
会（
6

月
16
日
）を
実
施
し
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、

3
年
次
在
学
で
受
験
し
て
技
術
士
第
一
次
試
験

に
合
格
し
た
2
名
の
学
生（
北
野
貴
大
君
と
竹

中
徹
君
）か
ら
、
技
術
士
第
一
次
試
験
の
受
験
の

準
備
と
心
構
え
に
つ
い
て
講
演
を
頂
き
ま
し
た

（
4
）学
科
外
の
話
題
と
し
て
、
摂
南
大
学
寝
屋

川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
隣
の
日
本
ペ
イ
ン
ト
寝
屋
川

事
業
所
の
敷
地
が
来
年
3
月
に
摂
南
大
学
へ
譲

渡
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
大
規
模
な
土
木
工
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は
本
年
8
月
30
日

の
工
事
風
景
で
す
。

　

最
後
に
、
来
年
度
の
J
A
B
E
E
継
続
審
査

に
お
い
て
も
、
4
千
名
以
上
の
同
窓
生
の
集
う

摂
南
大
学
土

木
会
の
会
員

の
皆
様
の
ご

協
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

今
後
と
も
、

ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

就任のご挨拶および研究室だより

　2017年４月に都市環境工学科
に特任教授として着任いたしま
した。これまで、神戸大学で21
年間、兵庫県立大学で19年間、
計40年間にわたり大学での教育
研究に携わって参りました。専
門は都市計画・地域計画とまち

づくりで、都市や地域の良好な環境形成を目指して
行政が策定する都市計画マスタープランや地区計
画、景観計画などといった計画の立案に関わる研究
や市民と協働のまちづくり、地域公共交通のあり方
などについて研究に取り組んで参りました。そして
この間、両大学で延べ145名の学部生、院生を社会
に送り出してきましたので、都市環境工学科におき
ましても特に、学生を育てることに力を入れて参り
たいと考えています。
　研究室は名称を「都市・地域計画研究室」とさせて
いただき、着任と同時に６名の４年生を受け入れ
ゼミ活動を始めています。都市計画関連の学術論
文やレポートを読みながら、近年の都市計画を取

り巻くトピックに目を向けると同時に、研究の進
め方、研究方法論、社会調査法などの学習を進め、
卒業研究として取り組むテーマについて考え、絞
り込みを進めてきています。４年生ですので、就
職活動や公務員採用試験の受験等もあり、なかな
か思い通りには進んでいませんが、現在、「立地適
正化計画にみるコンパクトなまちづくりの誘導施
策」、「自転車の走行実態からみた自転車レーン整備
事業の課題と評価」、「大阪府条例による屋上緑化推
進施策の進捗状況とその課題」、「諸外国における
BRT導入事例にみる我が国への導入可能性につい
て」、「公共交通網形成計画にみる地域公共交通の利
用促進施策について」、「高齢者の外出実態と交通手
段確保の取組について」といったテーマを立てて、
研究に取り組んでいます。研究室はまだまだスター
トを切ったばかりの状態ですが、今後はフィール
ドワークやグループによる地域課題への取組など、
実社会に触れつつアクティブにゼミ活動が展開で
きればと考えています。

工事現場（日本ペイント寝屋川事業所跡地）

教授　福島 徹

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
継
続
審
査
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
環
境
工
学
科
　
教 

授　

瀬
良  

昌
憲

学
科
長
挨
拶
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近　況　報　告
摂南大学　名誉教授　頭井　洋

　今年３月に退職しました。摂南大学では、長きに
わたり教育研究に携わることができ、感謝していま
す。退職後も社会とかかわり続けることが大切と考
え、橋桁の制震対策に関する研究を続けています。
６～８時間は、机やＰＣに向かう日々を過ごしてい
ます。２ヶ月に一回ほどの頻度で民間会社と京大・

摂南大との研
究会にも参加
し て い ま す。
そ の 他、 こ れ
まで不義理を
していた同窓
会や友人・知人
との飲み会も
あ る の で、 そ
れなりに多忙
な毎日です。
　 と は い え、

毎日サンデイの気楽な立場ですので、旅行にも時々
出かけます。今年の４月当初に、夫婦でハワイに行
きました。長男が勤務先で一度だけ与えられる一週
間の長期休暇を利用して家族サービスのため計画
した旅行に誘ってくれたので、退職記念にもなるこ
とから楽しんできました。写真はそのとき参加した
星空観光ツアーの写真です。ハワイ最高峰マウナケ
ア（標高4205m）は世界有数の天体観測場所で、他
では味わえない貴重な体験でした。６月には北海道、
８月には北兵庫と２ヶ月に一度程度、旅行を楽しん
でいます。週に一回程度ですが、夕食の一品作りに
も頑張っています。料理は化学実験の様です。レシ
ピを見ながらですが、肉じゃがや野菜炒めなど数種
の料理は作れるようになりました。卒業生や孫にも
味わってもらいました。健康維持のためにも、いろ
いろと新しいことにも挑戦していこうと思ってい
ます。摂土会の皆様とお会いできる日を楽しみにし
ています。
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ご 案 内

教 室 だ よ り
　今年度、都市環境工学科には、１年次81名（８名）、２
年次73名（５名）、３年次64名（７名）、４年次70名（７名）
で合計288名（27名）の学生が学んでいます。なお、括弧
内の数値は女子学生を示します。大学院の社会開発工学
専攻における学科出身者は、１年次３名、２年次４名です。
一方、学科陣容は2017年３月に摂南大学で26年間勤務
された頭井洋教授がご退職されましたが、新しく2017年
４月より福島徹教授を迎えました。瀬良昌憲教授が学科
長として学科運営に当たり、教職員は専任10名、非常勤
30名、事務スタッフ３名の陣容で教育・研究の指導を行っ
ています。
　学科の専門科
目 で、 都 市 環 境
基礎ゼミⅡの中
で、「P-1グランプ
リ」というコンテ
スト形式の授業
を展開していま
す。 ペ ー パ ー を
用いて製作する
橋梁模型の強度
コンテスト（構造
部門）および工夫
点をアピールす
るプレゼン審査

（プレゼン部門）
を実施していま
す。2016年度 P-1グランプリは、2017年１月18日に実
施しました。その中で種々の模型で新しい発想が見られ、
個性的なモデルが増えてきています。学生の様子を見ると、
参加意欲も比例して上昇しているのではないかと考えら
れます。構造部門の優勝は熊野ゼミ、準優勝は熊谷ゼミ
となり、プレゼン部門の優勝は熊谷ゼミ、準優勝は頭井
ゼミとなりました。
　学科主催の行事として、2016年10月６日に実施した講
演会および現場見学会について報告させていただきます。

講演会では、１年生向けには、（一社）建設コンサルタンツ
協会（JCCA）のご協力を得て、建設コンサルタントの役割
や業務内容などについてご講演いただき、３年生向けには、
大阪府都市整備部の方のご協力を得て、土木系公務員の
職務、土木全般の維持管理についてご講演いただきました。
最後に、質疑応答の時間があり、学生たちは積極的に質
問しておりました。
　現場見学会は、１年生は２箇所（①人と防災未来セン
ター、②琵琶湖疏水記念館）に、３年生は３箇所（①天ヶ
瀬ダム再開発事業放流設備トンネル見学、②NEXCO総研
緑化技術センター、③城陽IC関連寺田地区改良工事橋梁
見学にわかれて現場を見学しました。参加した学生は、
建設現場の魅力
や土木技術者の
役割を肌で感じ
ているようでし
た。また、摂土
会を通じて、城
陽IC関連寺田地
区改良工事橋梁
見学（案内：近畿
地方整備局京都
国道事務所　今
西 秀樹 様）に見
学先をご紹介い
ただきました。
この紙面をお借
りして、心より
厚くお礼申し上
げます。

城陽IC関連寺田地区改良工事橋梁見学（３年生）

天ヶ瀬ダム再開発事業放流設備トンネル見学（３年生）

人と防災未来センター（１年生）

都市環境工学科 准教授　田中 賢太郎

2017（平成29）年度 摂南大学土木会総会
　2017（平成29）年度総会を下記日程で開催いたします。
　ぜひ旧友とご連絡をお取りいただき、ご参加いただきますようお願い申し上げます。
■と　き： 2017（平成29）年11月25日（土）

○15:00～16:00　特別講演：『（仮）熊本地震におけるライフライン調査』
　発表者：摂南大学　理工学部　都市環境工学科　教授　片桐 信 先生
○16:15～16:45　2017（平成29）年度総会
○17:00～19:00　懇親パーティー

■ところ： （特別講演、総会）摂南大学寝屋川キャンパス５号館２階522教室
（懇親パーティー）　　　　〃　　　　　　　11号館11階スカイラウンジ

■会　費：3,000円

準会員（学生）向けの講演
2017（平成29）年10月21日（土）

13:00～14:00（８号館４階842教室）
『就職活動に向けた土木業界の特徴』
　㈱近畿地域づくりセンター　
　　設計積算部　アシスタントマネージャー
 小川 芳也 先生

5　摂大土木会会報　Vol.38



『土木会』と『会員（正・準）』との双方向の情報交換ならびに共有に、摂南大学土木会のホームページを活用しましょう

http://www.geocities.jp/setsudokai/
摂南大学土木会は都市環境工学科のJABEE受審を全面的に支援しています

大阪支店 /〒542-0081 大阪市中央区南船場 3-4-26（出光ナガホリビル）
　　　　　TEL06-4963-5931  FAX06-4963-5930
関西事業所 /〒660-0805 兵庫県尼崎市西長洲町 1-1-15
西日本支社　TEL06-6487-1111  FAX06-6487-1300

八　尾　博　彦
本　社 / 〒530-0055 大阪市北区野崎町7番8号梅田パークビル8階
　　　　 TEL 06-6367-3800(代表)  FAX 06-6367-3805
事務所 / 兵庫・姫路・京都・滋賀・福井・奈良
　　　　 和歌山・名古屋・岡山

総持寺霊園（茨木市）
隆国寺墓地（吹田市）
海印寺墓地（長岡京市）
王寺霊園（奈良県）
東本願寺天満別院（北区）
北摂霊園（豊能郡）
真龍寺霊園（茨木市）

服部徳風墓地（豊中市）
竜の子霊園（奈良県）
玉手山墓園（柏原市）
飯盛メモリアルパーク（四條畷市）
飯盛霊園（四條畷市）
その他公営墓地

広 告 募 集 ！
摂南大学土木会では本会報へ掲載の広告を募集しています。
協賛いただけます企業等がありましたら連絡をお願いします。

問い合わせ先
E-mail：setsudokai_40@yahoo.co.jp
URL：http://www.geocities.jp/setsudokai/　内メールフォームから

〒163-1031 東京都新宿区西新宿 3-7-1　新宿パークタワー http://www.toa-const.co.jp/

独自技術で未来を育むベストソリューションを提供します。

Sincerely,y,y Speedy,y,y and best Solution.

川崎地質株式会社
Kawasaki Geological Engineering Co., Ltd.

〒108-8337 東京都港区三田2-11-15
TEL.03-5445-2071 FAX.03-5445-2073
http://www.kge.co.jp/ E-mail. post-master@kge.co.jp

●環境・水
■多層多孔電気伝導度計測システム ■地下水資源探査・開発

■土壌・地下水汚染調査 ■環境予測・評価

■自然由来重金属迅速判定（ボルタンメトリー法）

●防災・減災
■土砂災害予測・計測システム ■空洞写真・空洞内部計測装置

■スイープ震源による地質構造探査と地震動評価

■ラバル型大口径サンプラー ■IT傾斜計測システム

●海洋・エネルギー
■マルチチャンネル音波探査（2D・3D）

■水上三次元音響測深

■シングルチャンネル音波探査 ■海底地震計

●メンテナンス
■パルスレーダ探査 ■連続波レーダ探査 ■EM探査

■コンクリート劣化診断 ■GoTEN-tk（孔内局部載荷試験）

■孔内ベクトル磁力計 ■SAAMジャッキ（軽量型リフトオフ試験機）

「都市環境システム工学科 建築士プログラム」（一級建築士受験資格）認定条件※1

入学年
（西暦）

入学年
（平成） 学科 「建築士プログラム」認定の条件

2002 14

都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
工
学
科

平成20年度開講の「建築製図」又は平成21年度から開講の「建築設計製図Ⅰ」を
科目履修生として単位取得する※2。又は同等の科目を他大学で履修して単位取
得する※3。

2003 15
2004 16
2005 17 平成20年度開講の「建築製図」を単位取得して卒業する。

又は卒業後に「建築設計製図Ⅰ」（平成21年度から開講）を科目履修生として単
位取得する※2。もしくは同等の科目を他大学で科目履修して単位取得する※3。2006 18

2007 19 平成21年度から開講の「建築設計製図Ⅰ」を単位取得して卒業する。
又は卒業後に「建築設計製図Ⅰ」を科目履修生として単位取得する※2。もしくは
同等の科目を他大学で科目履修して単位取得する※3。2008 20

2009以降 21以降 認定されない。※4

※1： 一級建築士受験を目指す「建築士プログラム」認定の条件です。卒業後に、建築に関して2年以上の実務経験を経て一級建築士試験
の受験資格が得られます。二級建築士は、卒業後に1年以上の実務経験を経て受験できます。この場合、「建築士プログラム」認定
の必要はありません。また、二級建築士合格後、4年以上の実務経験を経て一級建築士が受験できます。

※2： 卒業後に対象科目の単位修得を行った場合も実務経験の起算日は卒業時となりました。なお科目履修の手続きについては教務課に
問い合わせください。

※3： 卒業後に対象科目の単位を他大学で取得した場合でも一級建築士の受験資格が得られるようになりました。詳しい条件等について
は教務課又は（財）建築技術教育普及センターに問い合わせてください。

※4： 2009年度入学生（2010年度以降は都市環境工学科）からは新建築士法が適用されます。「建築士プログラム」は認定されませんが、
新建築士法の規定により、指定科目の履修と所定の実務経験から二級建築士の受験資格が得られます。
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［摂南大学土木会］ 平成28年度 決算書・平成29年度 予算書

表1  平成28年度決算
収　入　の　部

科　　目 予　算 決　算
前年度繰越金　　　　 970,483 970,483
正会員入会金 600,000 590,000
広告料（延べ22社） 320,000 440,000
預金利息 500 289
名簿売上 3,000 0
特別積立金より繰入 0 0
寄付金 0 84,870

合計金額 1,893,983 2,085,642

支   出　の　部
科　　目 予　算 決　算

事務費等　　　 140,000 41,067
名簿追加修正費 30,000 24,510
会報発行費 800,000 705,129
同窓会補助 30,000 0
役員会・評議員会費 100,000 82,773
慶弔費・見舞金 70,000 57,449
雑費 30,000 10,642
特別積立金 500,000 500,000
予備費 193,983 664,072

合計金額 1,893,983 2,085,642
▲平成28年４月１日現在 特別積立金380万円

表2  平成29年度予算
収　入　の　部

科　　目 予　算
前年度繰越金　　　　 664,072
正会員入会金（60名） 600,000
広告料（18社） 360,000
預金利息 500
名簿売上 3,000
特別積立金より繰入 200,000

合計金額 1,827,572

支   出　の　部
科　　目 予　算

事務費等　　　 140,000
総会費 400,000
名簿追加修正費 30,000
会報発行費 800,000
同窓会補助 30,000
役員会・評議員会費 100,000
特別講演会（2人分） 100,000
慶弔費・見舞金 70,000
雑費 30,000
予備費 127,572

合計金額 1,827,572
▲平成29年4月1日現在 特別積立金410万円

　平成28年度決算は表１のとおりであり、監査を経て、平成29年５月の役員会で収支とも相違ないことが
認められた。また、平成29年度予算は表２に示すとおりである。
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　　事務所
兵庫・姫路・京都・
滋賀・福井・奈良・
和歌山・名古屋・三重

〒530-0055　大阪市北区野崎町 7 番 8 号 梅田パークビル 8F
TEL 06-6367-3800  Mail sccsomu@shusei.co.jp

　　　 卒業生
吉澤慶文  高専土木 S50
徳久仁志  高専土木 S54
小東宏光  摂大 H4
藤原基享  摂大 H7
札場大太  修士課程 H25

代  表  取  締  役  社  長

八  尾  博  彦

快適な国土をデザインする

　
今
年
度
の
9
月
2
日
現
在
の
進
路
内
定
状
況
は
、
4
年

次
生
69
名
中
48
名
が
内
定（
内
定
率
70
％
）、
主
な
大
学
院

生
4
名
全
員
が
内
定（
内
定
率
1
0
0
％
）で
す
。
内
定
先

は
ゼ
ネ
コ
ン
・
専
門
工
事
会
社
が
26
名（
35
％
）、
次
に
公
務

員
が
8
名（
11
％
）、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
5
名
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
3
名
、
大
学
院
3
名
、
舗
装
会
社
1
名
等
で
す
。
こ

こ
数
年
、
公
務
員
希
望
者
が
多
く
、
今
年
度
も
最
終
的
に

は
10
名
前
後
が
公
務
員
に
進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
て
、
苦
戦
し
て
い
る
の
が
、「
就
職
氷
河
期
」に
お

い
て
人
気
の
高
か
っ
た
舗
装
・
保
線
関
係
の
企
業
で
、
ブ

ラ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
で
き
な
い
で
い
る
よ
う

で
す
。
未
内
定
学
生
の
多
く
は
公
務
員
試
験
の
結
果
待
ち

と
二
次
募
集
応
募
中
、
内
定
は
確
保
し
て
い
る
も
の
の
他

の
企
業
を
検
討
中
、
教
職
や
他
業
種
希
望
者
等
で
す
。

　
学
科
で
は
就
職
支
援
の
た
め
に
、
こ
こ
数
年
3
月
中
旬

に
企
業
約
60
社
の
協
力
の
下
、
企
業
説
明
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
官
公
庁
に
つ
い
て
も
近
畿
地
方
整
備
局

等
か
ら
説
明
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
企
業
と
官
公
庁
の
O
B
の
方
に
お
願
い
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
求
人
の
平
準
化
で
す
。
今
か
ら
十
年
前
の

就
職
氷
河
期
と
昨
今
の
就
職
バ
ブ
ル
期
を
少
し
で
も
均
す

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
か
と
思
い
ま
す
。
氷
河
期
に
は
、

建
設
業
界
の
先
細
り
を
懸
念
し
て
求
人
数
が
大
幅
に
絞
ら

れ
て
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
生
で
も
就
職
先
を
見
つ
け
る

の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
公
務
員
か
ら
民

間
企
業
ま
で
当
時
の
学
生
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
就
職
バ
ブ

ル
を
呈
し
て
い
ま
す
。
氷
河
期
に
は
圧
迫
面
接（
今
で
は
死

語
）で
泣
か
さ
れ
て
帰
っ
て
く
る
学
生
を
慰
め
る
こ
と
が
教

員
の
仕
事
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
昨
今
は
実
力
不
相
応
な
企

業
か
ら
内
定
を
得
た
学
生
の
思
い
上
が
り
を
注
意
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
政
府
の
国
土
強
靭
化
の

方
針
の
下
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
網
の
整
備
、
構
造
物
の

老
朽
化
対
策
、
豪
雨
や
地
震
・
津
波
対
策
の
よ
う
な
防
災
関

連
事
業
が
目
白
押
し
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
団
塊
の
世
代
の
退
職
時
期
が
重
な
り
就
職
バ
ブ
ル

に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
態
が
永
遠

に
続
く
こ
と
は
な
く
、
再
び
氷
河
期
に
舞
い
戻
る
こ
と
が

十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
土
木
事
業
は
空
気
や

水
と
同
じ
で
国
が
存
在
し
て
人
々
が
生
活
す
る
限
り
一
定

量
は
必
要
で
す
か
ら
、
常
に
一
定
数
の
土
木
技
術
者
が
社

会
か
ら
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
O
B

の
皆
様
に
は
、
次
に
訪
れ
る
氷
河
期
に
も
、
摂
土
会
准
会

員
へ
是
非
と
も
一
定
数
の
求
人
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
。

　
次
に
、
学
生
諸
君
に
は
、
希
望
す
る
職
場
に
内
定
を
得

た
と
し
て
も
、そ
れ
だ
け
で
安
心
し
な
い
で
も
ら
い
た
い
。

社
会
に
は
波
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
も
地
方
自
治
体
の
財

政
破
た
ん
や
世
界
的
大
企
業
の
倒
産
の
よ
う
に
ど
の
よ
う

な
組
織
に
も
消
滅
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
社
会
で
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
就
職
を
ゴ
ー
ル
と
し
て

捉
え
組
織
に
守
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、

ど
こ
の
組
織
で
も
生
き
て
い
け
る
基
礎
学
力
と
学
習
習
慣

を
身
に
付
け
る
こ
と
で
す
。
現
在
は
就
職
バ
ブ
ル
の
時
代

で
す
。
誰
で
も
内
定
を
得
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
が
自
分
の

実
力
と
勘
違
い
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
猫
の
手
も
借
り
た

い
く
ら
い
人
手
不
足
の
社
会
に
、
諸
君
は
猫
と
し
て
採
用

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
猫
の
ま
ま
で
は
一
生
を
過

ご
せ
ま
せ
ん
。
バ
ブ
ル
は
必
ず
は
じ
け
ま
す
。
大
切
な
の

は
残
り
の
学
生
生
活
を
バ
ブ
ル
の
夢
の
中
で
過
ご
す
の
で

は
な
く
、
い
か
に
し
て
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
人
材
に
近

づ
け
る
か
努
力
す
る
こ
と
で
す
。

2017年度就職状況

 就職バブルの再来 都市環境工学科　教授　伊藤 譲
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特 集 記 事  貢献する土木技術

3
年
間
の
経
験
で
学
ん
で
き
た
こ
と

　

株
式
会
社
ス
リ
ー
エ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ 

企
画
設
計
部

 

松
尾 

保
宏（
平
成
27
年
摂
南
大
学
理
工
学
部
都
市
環
境
工
学
科
卒
）

　

私
は
、
平
成
27
年
に
摂
南
大
学
を
卒

業
し
ま
し
た
。
摂
南
大
学
で
土
木
を
学
び
、

道
路
や
橋
梁
な
ど
を
設
計
し
て
み
た
い

と
思
い
、
ス
リ
ー
エ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
に
入
社
し
ま
し
た
。
今
年
で
3
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
仕
事

や
会
社
の
雰
囲
気
に
も
慣
れ
て
き
て
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て

お
り
ま
す
。

　

入
社
当
初
は
、
資
料
印
刷
等
の
雑
務
が
多
い
日
々
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
先
輩
上
司
か
ら
簡
単
な
図
面
修
正
を
任
さ
れ
る

の
が
楽
し
み
で
し
た
。
あ
る
業
務
で
、
道
路
の
線
形
変
更
に
よ

る
図
面
修
正
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
線
形
変
更
に
伴
い
、

そ
の
周
辺
の
構
造
物
の
位
置
や
高
さ
な
ど
が
変
更
と
な
っ
た
た

め
、
そ
れ
ら
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
図
面
を
修
正
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
膨
大
な
量
の
図
面
で
大
変
で
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
図
面
に
触
れ
る
こ
と
で
道
路
の
構
造
や
仕
組
み
を
知
る
良

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

仕
事
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
発
注
者
と
の
打
合
せ
に

同
行
す
る
機
会
が
さ
ら
に
増
え
ま
し
た
。
私
が
担
当
し
た
設
計

内
容
に
つ
い
て
発
注
者
へ
説
明
す
る
際
、
い
か
に
簡
潔
に
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
学
生
時
代
に
よ
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
大
事
だ
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
社
会
に
出
て
経
験
し
て
み
て
改
め
て
重
要
だ
と
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

入
社
3
年
目
と
な
り
、
大
き
な
仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
主
に
交
差
点
の
設
計
や
解
析
、
施
工

計
画
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
初
め
て
の
経
験
で
苦
戦
し
て
い

ま
す
が
、
未
経
験
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く
の
が
私
の
楽
し
み

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
大
き
な
壁
が
待
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
成
長
の
一
環
と
し
て
楽
し
く
勤
め
て
い
き
た

い
で
す
。

入
社
4
年
目
を
迎
え
て

　

西
日
本
高
速
道
路
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
関
西
株
式
会
社

　
　

大
阪
点
検
事
務
所

 

後
島 

佑
輔（
平
成
₂₆
年
摂
南
大
学
理
工
学
部
都
市
環
境
工
学
科
卒
）

　

私
は
、
平
成
26
年
に
西
日
本
高
速
道

路
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
関
西
株
式
会
社

へ
入
社
し
ま
し
た
。
弊
社
は
N
E
X
C
O

西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
お

客
様
へ
高
速
道
路
の
1
0
0
％
の
安
全
・
安
心
・
快
適
を
提
供

す
る
た
め
に
日
々
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
高

速
道
路
の
維
持
管
理
の
要
と
な
る「
点
検
」を
主
と
し
た
部
署

に
所
属
し
て
お
り
、
今
年
で
4
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

1
年
目
は
、
先
輩
と
と
も
に
現
場
へ
行
き
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ

ル
と
い
っ
た
道
路
構
造
物
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
当
初
は
、

構
造
物
の
部
位
名
称
や
損
傷
内
容
な
ど
聞
き
覚
え
の
な
い
言

葉
を
頻
繁
に
耳
に
し
、
そ
れ
ら
を
覚
え
る
の
に
必
死
で
し
た
。

し
か
し
、
1
年
目
か
ら
現
場
へ
出
ら
れ
た
こ
と
で
自
分
た
ち
の

行
っ
た
点
検
が
今
後
の
維
持
管
理
へ
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
実

感
し
、
よ
り
一
層
の
責
任
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

2
年
目
～
現
在
に
至
る
ま
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
内
部
の
画
像
を

撮
影
し
、
机
上
で
損
傷
を
抽
出
す
る「
ト
ン
ネ
ル
覆
工
点
検
」と

い
う
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
3
年
目
か
ら
は
自
分
が
主
担

当
と
な
り
、
工
程
管
理
、
N
E
X
C
O
へ
の
報
告
な
ど
を
行
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
ず
悩
む
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
周
り
の
助
け
も
あ
り
や
り
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
た
と
き
は
非
常
に
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
高

速
道
路
の
安
全
・
安
心
・
快
適
を
お
客
様
へ
提
供
す
る
た
め
に
、

強
い
責
任
感
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
仕
事
は
個
人
で
は
な
く
チ
ー
ム
で
行
う
も
の
で
す
。

学
生
の
皆
様
に
は
、
学
生
生
活
や
今
後
の
社
会
人
生
活
で
出
会

う
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
良
い
人
間
関
係
を
築
い
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
出
会
い
と
し
て
多

く
の
摂
南
卒
業
生
が
弊
社
へ
入
社
し
、
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

入
社
し
て
経
験
し
た
こ
と

　

大
鉄
工
業
株
式
会
社 

京
都
支
店
京
都
土
木
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
出
張
所

 

窪
田 

真
央（
平
成
₂₅
年
摂
南
大
学
理
工
学
部
都
市
環
境
工
学
科
卒
）

　

私
は
平
成
25
年
3
月
に
摂
南
大
学
を
卒
業
し
、
同

年
4
月
に
大
鉄
工
業
株
式
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。

入
社
後
5
年
経
過
し
ま
し
た
が
、
入
社
し
て
経
験
し

た
こ
と
を
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

弊
社
は
、
J
R
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
建
設
会
社
で
あ
り
、
主
に
鉄
道
工
事

の
施
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
事
部
門
は
、
線
路
部
門
、
建
築
部
門
、
土
木

部
門
の
3
部
門
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
私
は
土
木
部
門
に
所
属
し
て
お
り
ま

す
。
入
社
し
て
以
来
、
鉄
道
高
架
橋
の
下
部
工
か
ら
上
部
工
の
新
設
や
、
信

楽
高
原
鐵
道
で
の
災
害
復
旧
工
事
、
J
R
在
来
線
で
の
鉄
道
土
木
構
造
物
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
の
現
場
監
督
と
し
て
、
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
現
在
は
、
J
R
在
来
線
で
の
鉄
道
土
木
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
に
従
事

し
て
い
ま
す
。
主
に
橋
梁
の
修
繕
工
事
に
携
わ
り
、
経
年
劣
化
し
た
箇
所
、

特
に
支
承
の
取
替
え
を
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
昼
間
に
準
備
作

業
を
行
い
、
列
車
が
運
行
し
な
い
夜
間
に
ジ
ャ
ッ
キ
で
桁
を
持
ち
上
げ
、
劣

化
し
た
部
材
を
取
替
え
ま
す
。
修
繕
箇
所
は
、
明
治
・
大
正
時
代
に
架
設
さ

れ
た
も
の
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
物
が
あ
る
た
め
、
そ
の
工
事
箇
所

に
応
じ
た
計
画
を
立
て
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
河
川
や
道
路
と
交
差
す
る
箇
所
で
は
、
河
川
管
理
者
や
道
路
管
理
者

と
の
協
議
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
他
に
も
、
地
域
住
民
の
方
に
工
事
内
容
を

ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
広
報
活
動
に
は
特
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
計
画
を
立
て
る
上
で
悩
む
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
施
工
方
法
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
、
こ
の
仕

事
の
面
白
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
場
は
管
理
者
で
あ
る
私
と
協
力
会
社
の
作
業
員
の
方
で
仕
事
を

行
い
ま
す
。
現
場
監
督
と
し
て
の
責
任
は
重
い
の
で
す
が
、
自
分
の
考
え
た

こ
と
が
現
場
に
反
映
さ
れ
て
い
く
た
め
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
さ
ら
に
経
験
を
重
ね
て
、
周
囲
か
ら
信
頼
さ
れ
る
技
術
者
に
な
れ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
鉄
道
を
通
じ
て
、「
人
と
人
」「
地
域
と
地
域
」を
結

び
、
社
会
の
発
展
や
人
々
の
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を
一
緒
に
支
え
て
い
く

こ
と
の
で
き
る
摂
大
生
に
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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摂南大学土木工学科２期生、還暦を祝う同窓会
� 山口 雅明（土木工学科２期生、昭和55年卒）

　去る平成29年４月29日(土)、午後６時より常翔学園、梅田キャンパス「OITタワー」最上階の21階「リストラ
ンテ翔　21」で土木工学科２期生(昭和55年卒業)の還暦を祝う同窓会を開催いたしました。
　同窓会には２期生19名、先生１名が御出席いただきました。
　OITタワーは平成29年４月１日にオープンしたばかりです。ここでの同窓会の開催は初めてではないかと
思われます。
　早く来たメンバーはOITタワーの見学をすることになり１階、２階のレストラン、各キャンパスや会議室
やホール、最上階のレストランや特別室、ウッドデッキのテラスやヘリポートも見学させていただきました。
　見学後レストランの100種類以上もそろっていますワインセラーの前の席に案内されソムリエからワイン
の説明もしていただきました。
　我々は大学を卒業して38年が経ち２期生は今年60歳の還暦を迎えます。速い者は春に退職を迎えた者も
います。
　同窓会の話題は退職の話や再就職の話、孫の話が多く、学生時
代の話は少なくなってきました。
先生におかれましては、井上先生は元気で御出席いただきました
が、案内いたしました先生１名は１昨年に亡くなられていました。
また１名は体調が悪く欠席の返信でした。
　10年後の70歳の同窓会も全員参加を誓い９時にお開きといたし
ました。

同 窓 会 報 告

　摂大土木会会報　Vol.38　10



技術士会だより 会長　木下 幸佐（摂大昭和57年卒）

　技術士会は、平成14年２月の発足以来16年目を迎えまし
た。摂南大学卒業生で技術士・技術士補の方を正会員とし、
在校生で技術士第一次試験に合格された方を準会員として
構成しており、昨年度も前田芳郎様他２名が合格され会員
数も73名（内準会員３名）となりました。
　技術士会では毎年総会を実施し、その折りには特別講演
会を開催して技術の研鑽に勤しんでおります。年２回の会
員相互の親睦会や、在学生に対する技術士第一次試験受験
セミナーの開催を行っております。
　また平成20年からは、大学技術士会連絡協議会のメン
バーとしても大学相互の技術士の連携・啓発活動に参画して
おり、参加大学も30大学と増加しております。
　卒業生の皆様方の中で、技術士および技術士補をお持ち
の方は是非、技術士会への入会をHPよりお願いします。会
員相互の連携と親睦をはかり、母校の発展に尽力しましょう。 

田之上 久美子
　はじめまして。昨年の12月から、都市環境
工学科で勤務しております田之上と申します。
　パートとして色々な仕事をしてまいりまし
たが、学校の事務ははじめてで戸惑うとばかりです。準備室
スタッフの方に、優しく丁寧に教えて頂き感謝しております。
　私には大学２年と１年の娘がおり、日々学生達と接してい
ると、娘も学校でこんな感じなのかとか、提出物は出せてい
るのか、もうそろそろ試験が始まるなあなどと考えながら仕
事をしております。
　私の今の楽しみは、娘達とランチに行ったりショッピング
をしたりすることです。後は主婦友達との飲み会（あまり飲
めませんが）というよりお喋り会です。
　こちらに勤務して９ヶ月が経ち準備室スタッフの方や先生
方にご迷惑をお掛けしておりますが、少しでも早く仕事を覚
えて頑張って参りますのでよろしくお願いいたします。

事 務 ス タ ッ フ 紹 介

昨
年
7
月
以
降
に

　

寄
付
い
た
だ
い
た
方
を

　
　

今
号
に
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
︒

 

︵
順
不
同
︶

大
　
島
　
正
　
樹

（
昭
和
42
年
卒
）

荒
　
瀬
　
美
喜
夫

（
昭
和
44
年
卒
）

江
　
原
　
光
　
治

（
昭
和
47
年
卒
）

影
　
林
　
義
　
賢

（
平
成
23
年
卒
）

谷
　
川
　
久
　
明

（
昭
和
54
年
卒
）

足
　
立
　
博
　
成

（
昭
和
50
年
卒
）

吉
　
田
　
　
　
隆

（
昭
和
51
年
卒
）

橋
　
本
　
賢
　
司

（
昭
和
59
年
卒
）

辻
　
宅
　
英
　
之

（
昭
和
62
年
卒
）

久
　
保
　
　
　
登

（
平
成
6
年
卒
）

奥
　
田
　
日
出
男

（
昭
和
46
年
卒
）

細
　
木
　
　
　
誠

（
昭
和
57
年
卒
）

船
　
越
　
紀
　
文

（
平
成
3
年
卒
）

太
　
田
　
　
　
明

（
昭
和
43
年
卒
）

松
　
本
　
　
　
孝

（
昭
和
55
年
卒
）

梶
　
原
　
博
　
史

（
昭
和
47
年
卒
）

高
　
石
　
清
　
賢

（
昭
和
58
年
卒
）

柳
　
瀬
　
隆
　
夫

（
平
成
3
年
卒
）

西
　
村
　
正
　
道

（
昭
和
62
年
卒
）

本
　
間
　
祐
　
樹

（
平
成
16
年
卒
）

別
　
所
　
友
　
宏

（
昭
和
49
年
卒
）

筒
　
井
　
憲
　
司

（
平
成
12
年
卒
）

日
下
部
　
博
　
之

（
昭
和
48
年
卒
）

林
　
　
　
義
　
宜

（
昭
和
60
年
卒
）

三
　
川
　
和
　
夫

（
昭
和
61
年
卒
）

訃　　報

平成29年２月４日に永眠されました。
　渡辺 未知也 様（高専51年卒業）

謹んでご冥福をお祈りします。
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時間の大事さ

2年生　下出　健太

　私は摂南大学に入学して、自
分の考え

方に幅が出たと思います。高校
の時とは

違い大学では将来のことを考え
ながら、

自分で授業を選択しなければな
りません。

自分の将来を本気で考えたとき
に知識の

なさに不安を覚えました。高校
時代は、将来に就きたい職業がな

く、

授業で習ったことしか勉強しま
せんでした。しかし、大学に入

りま

だ就きたい職業を絞ってはない
ですが、いろいろなことを知り

たい

と思いました。土木のことはも
ちろんですが、税金や社会保障

など

の社会の仕組みや経済のことも
知りたいと思い、空き時間や放

課後

の時間を使って勉強しています
。いろいろなことを知ることで

様々

な視点から物事を考えることが
できると考えました。こうした

自分

が好きなことの勉強をできる時
間がたくさんあるのは大学生の

特権

だと考えています。時間が大事
というのは大学に入って気づき

まし

た。これらの時間を有効に使い
勉強だけではなく人間的にも成

長し

ていきたいと考えています。

積極的に行動することの大切さ

3年生　松山　舞

　私が大学で成長したことは、自分の意見をま
と

める能力と発信する能力が身についたことです
。

高校の頃とは違い大学では、課題としてレポー
ト

が多く出ます。はじめは慣れていないために、
上

手く自分の意見を文章に表すことが出来ずにま
と

まりがなかったのですが、何度か取り組みレポ
ートを書いているうちに要領

をつかむことができました。また、授業ではプ
レゼンをする機会が何度もあ

りました。私は人前に出ると、緊張してしまい
上手く発信することができな

いので、強制されない限り自分からは行動でき
ませんでした。しかし、そん

な自分を変えたいと思っていました。そんなと
きに都市環境基礎ゼミⅡのＰ

－１グランプリという橋梁模型の強度コンテス
トおよび工夫した点などをア

ピールする場でプレゼンをする機会がありまし
た。これまでの自分と向き合

い一生懸命に取り組んだ結果、プレゼン部門で
優勝することができ、積極的

にプレゼンをしてよかったと思った瞬間でした
。そして現在、ものづくりイ

ンターンシップという授業で社会人基礎力を身
につけたいと思い取り組んで

います。インターンシップでは、初対面の人と
グループワークをしたり、プ

レゼンをしたり苦手な分野ではありますが、自
分をより成長させるために私

は自らの意思で行動しています。

　このページは、私たち大学院生が企画し作成したものです。ここでは、先生方やOB・OGだけでなく学生や皆
様のご家族にも親しみがもて、学科の在学生がどのように取り組んでいるかがわかるような会報誌にしたいと考
え、学生自身の考えや意見を主に掲載しています。現在、本学科には288名の学生が在籍しています。摂南大
学土木会の歴史は半世紀を超え、その中で、学生の考え方も変わってきていることと思います。
　そこで、学生がどんな目標を持って大学生活を送っているのかを皆様に知ってもらいたく、今回のテーマを「大
学で成長したこと・させたいこと」としました。それぞれ近い将来を意識するような内容であり、学年を追うご
とにインプット・アウトプットを経験でき、目標に向かって積極的に取り組んでいるように感じました。
　最後に、このページの作成にご協力してくださった先生方やアンケートに答えてくださった学生の皆様に、こ
の場をお借りして厚く御礼申し上げます。

編集委員　M1 
田中　遼、平井　義明、内山　昌哉

成長したこと・させたいこと

自分の意見を伝える大切さ
1年生　南川　真美
　私は、自分自身の将来については、まだ
1方向に絞ってはいません。中高の数学教
員、公務員、または所属学科が土木系なの
で建設業に進むのか悩んでいます。しかし、
将来いずれの方向に進んでも就職希望先の面接官は積極性のある人材を求めるでしょう。私は、高校まで先頭に立つような役割を避けていました。ときには、失敗することを恐れ、議論中に意見しないことも多くありました。「こんな消極的な自分では社会に出ても通用しない」と考えている時、この摂南大学に入学しました。入学して半年が過ぎ、様々な講義を受ける中で気付いたことは、グループワークが多いことです。このグループワークを通して自分の意見を他者へ伝える大切さを学びました。私の意見が役立ち、成功に導くかもしれない。そう考えると失敗を恐れず行動できるようになりました。私には、きっと今後も新たな課題が出てくると思います。それらの課題にも取り組み、社会で通用する人になりたいです。

成功に向けて
努力することの大切さ

4年生　田中　達大
　私は文化祭実行委員会に所属し、そこ
ではメインステージで行われる催し物の
考案や司会、演奏等で出演する団体の日
程管理などをする企画局という局に入り
ました。3年目には局長という、全体で見れば幹部のポジションを務めさせて頂きました。そこでは先輩、同期、後輩、企業の方や教職員の方々と話す機会が多く、礼儀や対話力といったスキルが身に着いたと同時に、全体で協調性を持ち、成功に向けて努力するという土木の現場においても欠かせないであろうスキルが身に付きました。私は来年、大学院への進学が決まっており、同期は先に卒業してしまいますが、卒業後も関わりあうであろう素晴らしい友人たちに出会えたことが、大学生活においての一番の成長の糧となった点だと思います。

　大学院では、勉学の面で何か一つでも自分の強みになるポイントを作れればなと考えています。

編 集 後 記

時間の大事さ時間の大事さ 自分の意見を伝える大切さ充実し
た生活の中

で、私達はこんなことを考えています！
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